
部 名

第１部

第２部

第３部

第１部

第２部

第３部

第１部

第２部

分 団 名

永野分団

求名分団

中津川分団

分 団 名

永野分団

求名分団

中津川分団

南求名分団
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薩
摩
地
区
で
は
、
宮
之
城

地
区
、
鶴
田
地
区
と
同
様
の

区
公
民
館
制
度
に
移
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
求
名
公
民

館
、
永
野
公
民
館
、
中
津
川

公
民
館
は
条
例
公
民
館
と
し

て
の
機
能
を
廃
止
し
、
今
後

は
名
称
を
交
流
館
に
改
め
、

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
町
民
が
森
林

及
び
林
業
へ
の
認
識
を
深
め
、

緑
豊
か
な
自
然
と
そ
の
環
境

保
全
を
図
る
た
め
、
自
然
と

町
民
が
共
生
す
る
町
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

巨
樹
、
巨
木
林
が
存
在
す
る

千
年
の
森
と
し
て
、
神
子
地

区
に
あ
る
建
山
町
有
林
（
鶴

田
ダ
ム
付
近
）
２３
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
指
定
し
ま
し
た
。

　
建
山
町
有
林
は
、
杉
、
桧

が
ほ
と
ん
ど
で
、
林
齢
は
、

３０
年
か
ら
５０
年
ぐ
ら
い
で
す
。

　
今
後
は
保
育
計
画
に
基
づ

き
、
永
久
に
伐
採
し
な
い
森

と
し
て
管
理
を
行
い
ま
す
。

千
年
の
森
を
設
置

　
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら

消
防
団
薩
摩
方
面
隊
が
こ
れ

ま
で
の
３
分
団
８
部
か
ら
４

分
団
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
宮
之
城
方
面
隊
の

山
崎
・
二
渡
・
久
富
木
分
団

の
定
数
等
の
見
直
し
に
よ
り
、

消
防
団
員
の
定
数
を
５
２
６

人
か
ら
４
８
３
人
に
改
め
ま

す
。 永

野
金
山
歴
史
調
査  

40
万
円

　
永
野
金
山
は
、
江
戸
時
代

の
始
め(

１
６
４
０
年)

宮
之

城
島
津
家
四
代
久
通
に
よ
り

発
見
さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
２８

年(

１
９
５
３
年)

ま
で
操
業

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
高
齢
化
や
戸
数
の
減
少
が

心
配
さ
れ
る
な
か
、
今
回
、

ど
の
よ
う
な
歴
史
的
資
料
が

残
っ
て
い
る
か
調
査
し
ま
す
。

薩
摩
方
面
隊
を
４
分
団
に

　
薩
摩
中
央
高
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
近
く
に
あ
る
上
向
配
水
池

施
設
を
、
道
路
改
良
に
伴
い
、

隣
の
敷
地
に
規
模
拡
大
し
て

移
設
し
ま
す
。

　
現
在
の
上
向
配
水
池
の
容

量
は
３
５
０
ト
ン
で
す
が
、

災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

自
衛
隊
等
の
給
水
拠
点
と
な

る
よ
う
１２
時
間
分
は
最
低
確

保
す
る
よ
う
に
と
の
国
・
県

の
指
導
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
移
設
を
機
に
、
最
低

確
保
分
と
消
火
用
水
量
等
を

加
算
し
て
６
５
０
ト
ン
の
施

設
に
な
り
ま
す
。

薩
摩
地
区
の
３
条
例

　
　
　
公
民
館
を
交
流
館
に

上
向
配
水
池
施
設
を

　
　
　
　
　
隣
接
地
に
移
設

千年の森に指定された建山町有林（神子地区）

永野金山坑道入り口

移設される上向配水池（虎居地区）


